
編
集
後
記
 

GTニュースのバックナンバーはGTホームページからどうぞ 
中目黒GTは10周年を迎えました。 

4月2日はＧＴの日 

　
Ｇ
Ｔ
は
今
年
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
今
回
は
震
災
か
ら
一

年
と
い
う
時
節
柄
Ｇ
Ｔ
の
誕
生

か
ら
、
防
犯
・
防
災
に
目
を
向

け
盛
り
込
み
ま
し
た
。
再
開
発

の
思
い
な
ど
掲
載
し
き
れ
な
い

部
分
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、

少
し
で
も
Ｇ
Ｔ
の
変
遷
を
感
じ

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
次
の

十
年
、
二
十
年
に
向
け
て
も
Ｇ

Ｔ
ニ
ュ
ー
ス
で
最
新
の
取
組
み
、

話
題
を
お
届
け
出
来
る
よ
う
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

① ～小さな小さな旅のスケッチ展～ 
天野政雄個展 

⑤ 獺画会作品展 

② 新井正子作品展 ③ けんじの世界「無色透明」 
　　　宮林謙次展 

▲ 植裁の一つ 
「フィリフェラ 
オーレア」 

▲ タワー棟ロビーの 
　　　　　　　パネル展示 

▲ 打合せの様子 

▲ ＧＴ周辺の清掃活動 

1月10日（火）～1月24日（火） 2月9日（木）～2月23日（木） 

④ 
　　　「三人展」 

1月25日（水）～2月8日（水） 

3月19日（月）～3月30日（金） 2月24日（金）～3月9日（金） 

冬
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
レ
ポ
ー
ト 

Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
毎
回
、 

地
域
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
多
彩
な 

作
品
を
飾
っ
て
い
ま
す 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

ＧＴギャラリーカレンダー 

　
Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
中
目

黒
地
域
在
住
で
、
作
品
展
示
を
希

望
さ
れ
る
方
の
ご
相
談
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
展
示
の
詳
細
に
つ
い

て
は
左
記
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

問
合
せ
　
譁
中
目
黒
ジ
ー
テ
ィ
ー

　
０
３
（
５
７
０
４
）
０
０
４
６ 

「
中
目
の
黒
本
」
第
三
版
発
行 

Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
午
前
九
時
よ

り
午
後
十
時
ま
で
の
ご
鑑
賞
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
の
ご
案
内
 

　
三
月
に
、
中
目
黒
タ
ウ
ン
ガ
イ

ド
「
中
目
の
黒
本
」
の
第
三
版
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。
発
行
は
「
中

目
黒
を
さ
ら
に
良
く
す
る
連
絡
会
」、

第
三
版
と
な
り
中
目
黒
店
舗
情
報

満
載
で
す
。
定
価
は
二
百
円
、
中

目
黒
駅
そ
ば
の
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

ほ
か
近
隣
書
店
な
ど
で
販
売
し
て

い
ま
す
。 

平
成
九
年
十
一
月
「
上
目
黒
二

丁
目
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
」

が
設
立
さ
れ
、
平
成
十
一
年
八
月

建
物
が
着
工
さ
れ
、
平
成
十
四
年

四
月
、
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
が
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

Ｇ
Ｔ
内
歩
道
の
植
栽
植
替
え
し
ま
し
た 

防
災
の
取
組
み
パ
ネ
ル
展
示 

中
目
黒
ス
イ
ー
パ
ー
ズ
活
動
 

①
深
津
諭
美
子
と 

　
　
　
　
　
　
生
徒
作
品
展 

　
四
月
二
日（
月
）〜 

　
　
　
　
　
　
十
三
日（
金
） 

②
宮
坂
栄
一
の
わ
ら
べ
画
展 

　
四
月
二
十
四
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　
五
月
七
日（
月
） 

③
丸
田
悦
子
押
花
ア
ー
ト
展 

　
五
月
八
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　
二
十
二
日（
火
） 

④
吉
沢
美
嘉
鏡
文
字
展 

　
五
月
二
十
三
日（
水
）〜 

　
　
　
　
　
六
月
五
日（
火
） 

⑤
若
林
た
か
こ
展 

　
六
月
六
日（
水
）〜 

　
　
　
　
　
　
二
十
日（
水
） 

中
目
黒
は
東
急
東
横
線
・
東
京

メ
ト
ロ
日
比
谷
線
の
中
目
黒
駅
を

中
心
と
し
て
、
山
手
通
り
に
も
面

し
、
渋
谷
を
は
じ
め
と
し
て
都
心

部
か
ら
非
常
に
近
い
環
境
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
六
十
年
目

黒
区
策
定
の
土
地
利
用
計
画
に
お

い
て
は
、
店
舗
、
事
務
所
の
過
密

化
が
著
し
く
、
総
合
的
に
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
地
域
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
目

黒
駅
前
に
位
置
す
る
上
目
黒
二
丁

目
地
区
は
木
造
家
屋
が
密
集
し
防

災
上
も
改
善
が
必
要
で
し
た
。
こ

れ
ら
の
地
域
環
境
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
り
昭
和
六
十
三
年
、
中
目

黒
駅
周
辺
地
区
整
備
構
想
・
整
備

方
針
が
示
さ
れ
「
上
目
黒
二
丁
目

地
区
市
街
地
再
開
発
」
事
業
の
街

づ
く
り
へ
と
進
ん
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
再
開

発
に
お
け
る

街
づ
く
り
の

目
標
は
、
魅

力
あ
る
駅
前

環
境
づ
く
り

な
ど
四
つ
を

上
げ
て
お
り

合
わ
せ
て
六
つ
の
地
区
整
備
方
針

に
基
づ
い
て
開
発
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

中
目
黒
駅
前
の
整
備
方
針
と
し

て
、
駅
か
ら
の
人
の
流
れ
や
、
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
・
歩
行
者
な
ど
の

交
通
を
円
滑
に
し
、
駅
前
混
雑
緩

和
に
寄
与
す
る
交
通
広
場
の
整
備

ま
た
、
周
辺
道
路
の
整
備
、
緑
道

の
整
備
、
植
栽
を
施
し
緑
豊
か
な

潤
い
と
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
歩
行
者

空
間
を
形
成
し
、
駅
に
隣
接
し
て

公
園
を
設
け
る
な
ど
防
災
性
の
向

上
を
図
る
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
駅
前
拠
点
施
設
と
し
て

商
業
・
業
務
・
文
化
公
益
施
設
及

び
、
都
市
型
住
宅
等
の
調
和
し
た

魅
力
あ
る
複
合
施
設
と
し
て
整
備

し
広
場
を
作
り
人
々
が
憩
い
安
ら

げ
る
魅
力
あ
る
商
業
空
間
を
創
出

す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。 

▲ ＧＴタワーの制震構造 
 

蜻 

移
設
さ
れ
た
第
六
天
社 

蜷 

Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル 

 

蜻 基礎工事風景 
 

蜷 

現
在
の
旧
六
天
地
通
り
付
近 

 

▲ 旧六天地通り 
 

完
成
し
た
、
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
は
オ

フ
ィ
ス
棟
の
Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
、
住
居

棟
の
Ｇ
Ｔ
ハ
イ
ツ
、
住
居
・
商
業

棟
の
Ｇ
Ｔ
テ
ラ
ス
の
三
棟
を
中
心

に
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
図
書
館
や

公
開
空
地
と
な
る
広
場
な
ど
を
有

し
た
総
合
施
設
で
す
。
ま
た
、
敷

地
内
に
は
地
域
の
歴
史
的
財
産
で

あ
る
「
第
六
天

社
」
が
移
設
さ

れ
ま
し
た
。 

Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
は
地
上
二
十
五
階

建
て
の
制
震
構
造
の
建
物
、
Ｇ
Ｔ

ハ
イ
ツ
は
十
五
階
建
て
の
免
震
構

造
、
Ｇ
Ｔ
テ
ラ
ス
は
六
階
建
て
の

耐
震
構
造
の

建
物
で
地
震

に
対
し
て
最

新
の
構
造
に

な
っ
て
い
ま

す
。 

再
開
発
へ
の
道
、Ｇ
Ｔ
誕
生
、そ
し
て
十
年 

再
開
発
へ
の
道
の
り 

着
工
か
ら
竣
工
へ 

最
新
の
建
物
・
設
備
を
完
備 

▲ 開発前の上目黒二丁目地区 

▲ 中目黒ＧＴ敷地内建物配置 

目黒区立駅前 
図書館　　蜷 

蜷 

建
設
中
の 

　
　
Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
ビ
ル 

　
目
黒
区
の
呼
び
か
け
で「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に

す
る
」と
の
考
え
の
も
と
、区
や
区

民
等
及
び
事

業
者
が
、
協

働
し
て
ま
ち

の
環
境
美
化

に
取
組
ん
で

い
ま
す
。Ｇ
Ｔ

で
も
二
〇
〇

三
年
か
ら
、

こ
れ
に
賛
同

し
て
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア「
ス

イ
ー
パ
ー
ズ
」

に
参
加
し
て

い
ま
す
。
毎

月
設
定
日
を
設
け
て
Ｇ
Ｔ
関
係
企
業
、

居
住
者
、商
店
会
な
ど
で
Ｇ
Ｔ
及
び
、

駅
周
辺
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
ご
協
力
頂
き
な
が
ら
こ
れ

か
ら
も
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

▲ 中目の黒本、 
　 200円 

　
Ｇ
Ｔ
内
歩
道
の
植
栽
を
植
替
え

ま
し
た
。
二
種
類
の
植
物
で
す
が

踏
み
込
み
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
周
り
に
囲
い
を
設
け
ま
し
た

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
　
三
月
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
、

タ
ワ
ー
棟
ロ
ビ
ー
と
地
下
一
階
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
一
年
と
な
る
こ
の
時
期
に
記
憶

を
風
化
さ
せ
な
い
、
テ
ナ
ン
ト
の

皆
様
の
安
全
・
安
心
感
の
醸
成
を

目
的
と
し
て
、
管
理
会
社
の
三
井

不
動
産
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
防

災
に
関
す
る

取
組
み
を
紹

介
す
る
パ
ネ

ル
展
示
を
行

い
ま
し
た
。 
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特　集 

中
目
黒
地
域
探
訪 

冬
の
イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト 

『
歴
史
を
受
け
継
ぎ 

　
変
化
す
る
街
中
目
黒
』 

第
六
天
社 

一
月
例
祭 

Ｇ
Ｔ
賀
詞
交
歓
会 

こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト 

▲ 中央監視設備 

▲ GTの建物群 

▲ 二代目江戸家小猫さん 

▲ 再開発から 
10年を迎える 
中目黒GT

▼ 移築された 
中目黒GT内に 
ある第六天社 

▲ 開会の挨拶の様子 

▲ 会員による玉串奉天の様子 

▲ 昨年のくすの木まつりの様子 

▲ GTハイツロビーのAED

▲ 2006年タワー前広場に 
　　　　　　　避難した従業員 

▼ 2010年はしご車に 
　　　　よる救出訓練 

▲ 2008年の審査会風景 

▲ 2011年東日本大震災の 
　　　　　　 地震データ画面 

▲ GT10周年スローガン 

防
犯
対
策
強
化 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
促
進 

自
衛
消
防
活
動
審
査
会
に
参
加 

Ｇ
Ｔ
総
合
防
災
・
避
難
訓
練 

被
災
度
判
定
シ
ス
テ
ム 

次
の
十
年
へ
向
か
っ
て 

Ｇ
Ｔ
十
周
年
春
ま
つ
り 

　
四
月
一
日（
日
）午
後
一
時
か
ら

四
時
ま
で
、Ｇ
Ｔ
広
場
で「
Ｇ
Ｔ
春

ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
す
。今
年
は

ち
ょ
う
ど
Ｇ
Ｔ
十
周
年
で
も
あ
り
、

「
中
目
黒
未
来
を
描
こ
う
コ
ー
ナ

ー
」や「
違
法
駐
輪
を
な
く
そ
う
一

輪
車
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」、抽
選
会

な
ど
、参
加
型
の
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
で
す
。参
加
無
料
で
す
。 

第
六
天
社
五
月
例
祭 

　
五
月
十
二
日（
土
）午
後
三
時
よ

り
、境
内
に
お
い
て
第
六
天
社
五

月
例
祭
が
、崇
敬
会
の
皆
さ
ん
に

よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
す
。な
お
、当

日
は
そ
の
後
、崇
敬
会
総
会
も
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

Ｇ
Ｔ
総
会 

春
の
訪
れ
は
梅
、 

　
　
　
春
真
っ
盛
り
は
桜 

　
Ｇ
Ｔ
管
理
組
合
の
定
期
総
会
、

譁
中
目
黒
ジ
ー
テ
ィ
ー
の
定
時
株

主
総
会
を
開
催
致
し
ま
す
。詳
細

は
後
日
に
な
り
ま
す
。 

　
・
日
時
　
六
月
二
十
一
日（
木
） 

　
・
時
間
　
十
五
時
〜（
予
定
） 

　
・
場
所
　
Ｇ
Ｔ
ホ
ー
ル
 

く
す
の
木
ま
つ
り 

　
一
月
十
三
日
（
金
）
午
後
三
時

か
ら
、
Ｇ
Ｔ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

Ｇ
Ｔ
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
開
会
挨
拶
、
鏡
開

き
、
乾
杯
の
あ
と
中
盤
、
余
興
と

し
て
動
物
声
帯
模
写
の
二
代
目
、

江
戸
家
小
猫
さ
ん
を
迎
え
て
、
新

春
ら
し
い
、

ウ
グ
イ
ス
の

声
な
ど
多
数

が
披
露
さ
れ

出
席
者
約
六

十
名
の
皆

さ
ん
は
、

楽
し
い
時

間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
 

Ｇ
Ｔ
誕
生
と
防
犯
・
防
災 

防
犯
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

　
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
が
オ
ー
プ
ン
し
て
、

中
目
黒
駅
前
の
環
境
は
大
き
く
変

わ
り
、
新
し
い
中
目
黒
が
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
年
に
わ
た

り
、
Ｇ
Ｔ
で
は
そ
こ
に
住
む
人
、

働
く
人
、
訪
れ
る
人
が
安
心
し
て

楽
し
め
る
街
、
住
ん
で
い
て
気
持

ち
よ
く
暮
ら
せ
る
街
と
し
て
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
 

　
昨
年
三
月
十
一
日
に
は
、
未
曾

有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
、
都
内
は
多
く

の
帰
宅
困
難
者
で
溢
れ
ま
し
た
。

目
黒
区
の
施
設
で
は
あ
り
ま
す
が
、

Ｇ
Ｔ
ホ
ー
ル
も
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
ん
な
こ
と
も

あ
り
今
回
は
防
犯

防
災
面
で
の
設
備
・

取
組
み
を
Ｇ
Ｔ
ニ

ュ
ー
ス
か
ら
取
り

上
げ
ま
し
た
。
 

　
地
下
一
階
の
防
災
セ
ン
タ
ー
に

は
、
中
央
監
視
設
備
が
設
置
さ
れ
、

防
犯
・
防
災
監
視
及
び
設
備
の
監

視
を
常
時
行
っ
て
い
ま
す
。
照
明
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
監
視
、
各
機
器

の
効
率
的
な
運
転
、
省
エ
ネ
制
御
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
制
御
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
住
宅
棟
で
も
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
は
ノ
ン
タ
ッ
チ
キ
ー

で
の
出
入
管
理
を
行
っ
て
お
り
、

主
要
な
場
所
は
監
視
カ
メ
ラ
に
よ

り
常
時

録
画
監

視
を
行

っ
て
い

ま
す
。
 

　
二
〇
〇
六
年
、
Ｇ
Ｔ
建
物
内
の

死
角
と
な
っ
て
い
る
場
所
に
防
犯

対
策
と
し
て
監
視
カ
メ
ラ
を
追
加

設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部
の

女
子
ト
イ
レ
に
非
常
ボ
タ
ン
を
増

加
し
ま
し
た
。
防
災
セ
ン
タ
ー
で

集
中
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
Ｇ
Ｔ
で
は
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
の
整
備

拡
充
を
進
め
て
い
ま
す
。
二
〇
〇

九
年
は
じ
め
に
は
各
建
物
ロ
ビ
ー

な
ど
五
台
を
導
入
し
緊
急
時
に
備

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｇ
Ｔ
内
で

の
取
扱
い
講
習
会
も
開
催
し
取
扱

い
の

習
熟

に
も

取
り

組
ん

で
い

ま
す
。
 

　
Ｇ
Ｔ
で
は
オ
ー
プ
ン
か
ら
毎
年

二
回
Ｇ
Ｔ
全
館
避
難
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｔ
で
働
く
皆
さ

ん
七
百
名
近
く
が
避
難
す
る
大
規

模
な
も
の
で
す
。
は
し
ご
車
に
よ

る
救
出
や
、
起
震
車
体
験
な
ど
火

災
を
は
じ

め
、
地
震

災
害
な
ど

総
合
防
災

訓
練
と
し

て
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
広
域
避
難
場
所
で
あ
る
中

目
黒
公
園
に
集
団
避
難
す
る
訓
練

も
実
施
し
ま
し
た
。
 

 
Ｇ
Ｔ
自
衛
消
防
隊
は
、
毎
年
目

黒
自
衛
消
防
活
動
審
査
会
に
出
場
。

日
頃
の
訓

練
の
成
果

を
発
揮
し
、

優
秀
な
成

績
を
修
め

て
い
ま
す
。
 

 
Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
は
、
制
震
構
造
の

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
す
が
、
大
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
目
視
で
す
ぐ

に
被
害
の
程
度
を
判
断
す
る
の
は

難
し
い

為
、
建

物
構
造

や
強
度

デ
ー
タ

を
入
力

し
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
地
震
発
生
後
瞬

時
に
解
析
を
行
い
、
建
物
の
被
災

状
況
を
診
断
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
し
た
。
 

　
Ｇ
Ｔ
で
は
、
十
周
年
を
迎
え
、

次
の
十
年
に
向
か
っ
て
、
監
視
カ

メ
ラ
の
増
設
な
ど
の
警
備
強
化
、

災
害
時
の
避
難
体
制
確
立
、
地
域

防
災
訓
練
へ
の
積
極
的
な
参
加
、

建
物
内
の
誘
導
表
示
改
善
な
ど
の

安
全
・
安
心
の
為
の
環
境
整
備
を

継
続
的
に
行
っ
て
行
ま
い
り
ま
す
。
 

　
次
回
号
は
十
年
の
歩
み
を
イ
ベ

ン
ト
、
情
報

発
信
を
テ
ー

マ
に
取
り
上

げ
て
ま
い
り

ま
す
。
 

　「
目
黒
区
の
玄
関
」
と
も
言
わ

れ
る
中
目
黒
駅
だ
が
、
そ
の
脇
に

あ
る
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
あ
た
り
は
、
か

つ
て
は
田
ん
ぼ
が
広
が
る
の
ど
か

な
水
田
地
帯
だ
っ
た
。
目
黒
川
と

蛇
崩
川
が
合
流
す
る
地
は
稲
作
に

適
し
、
蛇
崩
川
に
架
か
る
石
川
橋

付
近
は
石
川
田
ん
ぼ
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
内
に
あ
る
第

六
天
社
も
、
元
は
農
業
や
水
に
関

す
る
祭
祀
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

　
近
く
を
通
る
古
道
で
、
目
黒
川

と
宿
山
橋
で
交
差
し
、
東
西
に
延

び
て
い
る
道
が
鎌
倉
街
道
。
渋
谷

金
王
八
幡
か
ら
目
切
坂
を
通
り
、

小
川
坂
か
ら
蛇
崩
、
三
宿
、
大
山

街
道
に
抜
け
る
道
と
、
諏
訪
山
か

ら
五
本
木
を
通
り
碑
文
谷
八
幡
方

面
に
行
く
道
が
あ
り
、
中
目
黒
は

古
く
か
ら
交
通
の
要
所
だ
っ
た
。

源
頼
朝
が
軍
事
上
、
重
要
な
場
所

を
つ
な
い
で
作
っ
た
と
い
わ
れ
る

鎌
倉
街
道
だ
が
、
〝
い
ざ
鎌
倉
〞

と
い
う
時
に
は
鎧
か
ぶ
と
に
身
を

固
め
た
御
家
人
が
鎌
倉
に
駆
せ
参

じ
た
と
言
わ
れ
る
古
道
で
あ
る
。

鎌
倉
街
道
以
外
に
も
目
黒
の
特
産

で
あ
っ
た
筍
を
は
じ
め
多
く
の
農

作
物
を
運
ん
だ
道
、
水
運
と
し
て

も
利
用
さ
れ
た
目
黒
川
、
と
昔
か

ら
こ
の
地
域
は
交
通
が
発
達
し
、

現
在
の
交
通
の
利
便
性
の
良
さ
に

通
じ
る
も
の
が
あ
る
。 

　
目
黒
川
東
岸
の
高
台
は
、
中
世

の
「
吾
妻
鏡
」
に
も
出
て
く
る
目

黒
氏
の
館
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ

要
塞
に
も
適
し
た
地
形
だ
っ
た
。

ま
た
、
遠
く
に
は
富
士
山
、
近
く

に
は
目
黒
川
を
臨
む
風
光
名
媚
な

場
所
と
し
て
も
名
高
く
、
目
切
坂

を
登
っ
た
右
手
に
は
「
元
富
士
」

が
築
か
れ
行
楽
の
名
所
と
な
っ
た
。

ま
た
別
所
坂
上
に
あ
っ
た
幕
臣
、

近
藤
重
蔵
屋
敷
内
に
も
立
派
な
富

士
が
築
か
れ
「
新
富
士
」
と
し
て

広
重
の
絵
に
も
描
か
れ
、
多
く
の

人
々
で
賑
わ
っ
た
。 

　
明
治
二
十
二
年
町
村
制
公
布
で

目
黒
村
に
な
り
、
明
治
二
十
五
年

に
は
正
覚
寺
近
く
に
村
の
役
場
が

完
成
。
大
正
十
一
年
に
は
目
黒
村

か
ら
目
黒
町
に
と
発
展
。
目
黒
町

の
第
一
号
の
道
路
工
事
と
し
て
立

派
な
道
路
が
完
成
す
る
と
人
々
が

移
り
住
み
商
店
街
と
な
っ
た
の
が

伊
勢
脇
通
り
で
現
在
の
目
黒
銀
座
。

翌
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
で
、

さ
ら
に
多
く
の
人
々
が
こ
の
地
に

来
た
。
昭
和
二
年
に
は
東
横
線
が

開
通
、
玉
電
も
渋
谷
橋
か
ら
中
目

黒
ま
で
延
長
さ
れ
（
昭
和
四
十
六

年
ま
で
都
電
と
し
て
あ
っ
た
）
、

昭
和
七
年
に
は
目
黒
区
と
な
っ
た
。

当
時
の
中
目
黒
駅
付
近
は
、
目
黒

川
沿
い
の
中
小
工
場
で
働
く
人
々

も
集
ま
る
飲
食
店
街
が
発
達
。
縁

日
に
は
夜
店
が
連
な
り
前
に
進
め

な
い
程
の
人
々
で
賑
わ
い
を
み
せ

た
。
戦
争
で
、
強
制
疎
開
や
空
襲

で
被
害
を
受
け
た
家
も
あ
っ
た
が

戦
後
も
み
ご
と
に
復
興
し
、
昭
和

三
十
九
年
に
は
日
比
谷
線
も
開
通

し
た
。
住
宅
密
集
地
帯
だ
っ
た
た

め
、
十
年
前
に
再
開
発
さ
れ
中
目

黒
Ｇ
Ｔ
が
誕
生
し
た
。
向
い
側
に

は
中
目
黒
ア
ト
ラ
ス
タ
ワ
ー
も
で

き
、
街
は
大
き
く
変
貌
し
た
。
世

代
の
交
替
や
ハ
ー
ド
面
の
変
革
な

ど
課
題
も
あ
る
が
、
今
、
こ
の
街

は
昔
か
ら
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
も
新
た
な
パ
ワ
ー
を
得
た
街

と
し
て
変
化
し
つ
つ
あ
る
。 

助
言
・
協
力
＝
平
山
元
也
氏 

　
一
月
二
十
八
日（
土
）午
後
二
時

よ
り
、あ
い
に
く
の
冷
た
い
雨
の

中
、第
六
天
社
境
内
に
お
い
て
一

月
例
祭
が
、

崇
敬
会
の

皆
さ
ん
に

よ
り
執
り

行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
毎
年
二
月
、Ｇ
Ｔ
内
第
六
天
社

境
内
に
は
梅
が
満
開
に
咲
き
誇
り

ま
す
。

今
年
も

例
年
の

よ
う
に

春
の
訪

れ
を
告

げ
て
い

ま
し
た
。ま
た
、春
真
っ
盛
り
は
桜

の
季
節
。目
黒
川
の
桜
は
こ
の
時

季
一
面
ピ
ン
ク
の
お
花
畑
の
様
で

す
。
春

の
中
目

黒
は
一

年
で
一

番
賑
わ

う
季
節

で
す
。 

▲ 目黒川の桜（2011年春） 

▲ 第六天社の梅 

　
五
月
二
十
日（
日
）午
後
一
時
か

ら
Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
商
店
会
主
催
の「
く

す
の
木
ま
つ
り
」が
Ｇ
Ｔ
広
場
で

行
わ
れ
ま
す
。当
日
は
、パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
ラ
イ
ブ
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
当
日

か
ら
一
週
間

は
、
Ｇ
Ｔ
プ

ラ
ザ
商
店
会

フ
ェ
ア
期
間

と
な
り
ま
す

の
で
、各
店
舗
で
サ
ー
ビ
ス
や
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、お
得
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。 

安
全
・
安
心
の
為
の
環
境
整
備 
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